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研究成果の概要（和文）：第一に、現場の人材育成を捉える統合的理論構築がなされた。リーダーシップ、制度、組織
開発、経験学習、組織社会化、組織コミットメント、心理的契約、キャリアなどの観点の統合が行われた。第二に、現
場の人材育成を捉える方法論の考察がなされた。創造性、組織文化、リーダーシップ、学習の尺度開発や、エスノグラ
フィー、ナラティブアプローチ、言説分析、アクション・リサーチといった質的方法の適用がなされた。第三に、研究
成果に基づく実務の改善がなされた。職場での自発的支援行動の促進を図るワークショップなどが実施された。第四に
、マーケティング、地域振興、震災支援活動といった他領域へ、本研究成果の応用がなされた。

研究成果の概要（英文）：First, we propose an theory on practice of human resource development that  integr
ates leadership, institutional theory, organizational development, experiential learning, organizational s
ocialization, organizational commitment, psychological contract and career. Second, we consider research m
ethods for practice of human resource development. Scales on creativity, organizational culture, leadershi
p and learning are developed. Qualitative methods such as ethnography, narrative approach, discourse analy
sis and action research are applied. Third, we utilize our research findings for improving management prac
tice. For example, we organize some workshops to facilitate supportive behavior in a workplace.Finally, we
 also utilize our findings in other fields such as marketing, regional revitalization and earthquake recon
struction.        
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１．研究開始当初の背景 
 従来、日本企業における人材育成の研究は、
育成される個人に焦点をあて、その学習や熟
達についての議論を行ってきた。だが、現場
の人材育成についての有効な理論構築のた
めには、育成される個人に注目するだけでは
不十分であろう。とりわけ、育成を行うリー
ダー人材、ならびに、育成される個人を取り
巻く人材育成制度へと注目し、より総体的に
現場の人材育成を捉えることが必要になる
だろう。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、日本企業の現場で行われ
ている人材育成の実践を理論化し、有効な人
材育成のあり方を探究、さらには実務界へと
発信していくことにある。そのために本研究
は、以下の課題に取り組む。(1) 育成を行う
リーダー人材、(2) 人材育成制度、が育成さ
れる個人とどのように関わっているのかを
主な観点とし、多面的に人材育成を考察する。
同時に、(3) 人材育成の実践を捉えるための
方法論の考察も行う。 
 
３．研究の方法 
 本研究は上記の課題に対して、段階的に取
り組む。第一段階では、人材育成に関する既
存研究、およびリーダーシップや制度に関す
る既存研究の横断的整理を行う。並行して、
方法論の考察もなされる。そこでは、従来、
経営学で用いられてきた方法論のみならず、
他学問分野における方法論の応用可能性に
ついても幅広く検討される。第二段階では、
横断的な研究会を通じて、方法論を含む、現
場ベースの人材育成のあり方を検討するた
めの、統合的理論フレームワークの構築が行
われる。第三段階では、実際に現場で有効な
人材育成のあり方を検討し、学界、学術界へ
の発信が行われる。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果としては、以下の四点が挙げ
られる。 
(1) 現場の人材育成についての理論構築 
 現場の人材育成についての統合的理論フレ
ームワークとして、リーダーシップが学習に
及ぼす影響や、リーダーとフォロワーとの関
係、また制度による若手社員の組織適応促進
や、制度が創出するイノベーションに関する
理論が構築された。さらに、本科研メンバー
それぞれの専門分野である、組織開発、経験
学習、組織コミットメント、心理的契約、HRM、
キャリア論といった領域においても理論構築
が行われた。 
(2)現場の人材育成を捉える方法論の考察 
 現場の人材育成を捉える方法論に関しては、
量的方法・質的方法ともに考察が行われた。
量的方法としては、創造性、組織文化、リー
ダーシップ、学習の測定尺度の開発が行われ

た。質的方法としては、エスノグラフィー、
ナラティブアプローチ、言説分析、アクショ
ン・リサーチといった方法についての検討が
なされた。以上に加え、経営学の実務家への
普及状況をめぐる根本的な考察もなされた。 
(3) 実務界への研究成果の発信 
 これらの成果は、論文、学会発表、書籍を
通じて、国内・海外へ発信された。特に、実
務界への発信としては、上記の方法のみなら
ず、組織開発の実態についての訪米調査の報
告、職場での自発的支援行動の促進を図るワ
ークショップの実施、その教材開発など、本
科研のメンバーが実務家と直接接する形での、
発信、ならびに実務の改善が図られた。 
(4)本研究の他学問領域への応用 
 本研究において構築された理論や方法論の
他学問領域への応用もなされた。店頭従業員
の行動調査を通じたマーケティング論への応
用、看護師や消防士といった従来の経営学で
はあまり取り上げられなかった研究対象への
応用、さらには、地域振興、震災支援活動の
調査への応用がなされた。 
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